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空 間の分節 につ いて しば らく考 えてみ よ うと思 う。
大和 に国家 が形成 された三世紀 のころか ら、京都盆地 は 「ヤマ シ ロ」 と呼 ば
れ るよ うに なった。 この 「ヤマ シロ」 とい う呼 名 に宛 て られ る文字 が、時代 と
共に二 三移 り変 って きた。 「山代」、「山背」、「山城」 な どが それ であ る。林屋
辰三郎 によれ ば この変遷 は次の よ うに説 明 され る。 『古事 記 などには 「山代」
とい う文字が用 い られて い る し、 その後 は「山背」とな り、平安時 代以降 に 「山
城」 と書かれ たこ とは周知 のこ とだ。 この もとの 「山代」 にっいては、 日本書
紀 の崇神天皇 条 に倭香 山の土 を取 って 「是倭 國之物実」 と祈 る個 所が あ るが、
この物実 が 「望能志 呂」(モノシロ)と 割註 によまれて いる。 この倭 国の物 実 と
は他 な らぬ倭 国 その もの を指 して い るので、 それ なれ ば こそ武埴安彦 が国家 を
奪 う呪願 に用 いた もの であ った。 このよ うに 「シロ」 とは 「実」 であ って、や
ま しろ とは山の実、す なわ ち山 その もの を意味 して いた。具体的 には山 を形 づ
くる山林で あ る。 した がって 「山代」 とい う文字 は、 そのよ う・な樹木 の生 い し
げ った山中の国 をあ らわ していたの である。』(林屋辰 三郎:京 都)京 都盆 地 は
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大和 か らみ れば、森林 にお ・われた 山で しか なか った わけであ る。 この 「山代」
がや がて 「山背」 に変 わ る。山の背 であ り或 は山の背 後で あ る。 それ は位置 に
よる場所 の確認 で ある。 しか しなが らこの時 もまだ、京都 盆地 は山の彼方 の未
開の後背地 と して も見 られて いたの であろ う。吉 田東 伍の大 日本地名辞書 によ
れ ば 『ヤマ シ ロは古字 山代又は山背 に作 る、実 にヤマ ウシロの義 な り。』と して、
さ らに 『ヤ マ シロを又万葉集 には開木代 に作 る、畧解云 聖武紀 久邇遷 都の条 に
「伐 山開地以造 室」 と あ りて開木 を山 とよむべ し、木 を採 るところは山 なれ ば
也 と。』とい う。即 ち久邇遷 都の頃 よばれたヤマ ウシ ロは、伐 山開地 しては じめ
て室 を造 る ようなヤマ開木 であ り、未 開 なhinter-landであ った わけであ る。
だがやがて平城 京 か らこの 「山背」 に遷都 が行 われ、京都 盆地 は今 や は じめて
自の側 か ら自の場所 を、 しかも新 たな視 点か らそれ を城 と して眺 め ることにな
る。『延暦13年、桓 武天皇 は車駕 を新京 にす ・めて 、遷都 の詔 を発 した。「此國
山河襟帯 、 自然 に城 を作す。斯 の形勢 に よって新制す べ し」 と して国名 も山背
を山城 と改 めた。』(林屋 辰三郎:京 都)
私 は こ ・で 「ヤ マシ ロ」 の国の歴史 を書いて い くつ も りはない。む しろ以下
しば ら く場所 につ いての われ われの観方 、場 所 を限定 し把握 す るいろ いろ な し
方 につ いて 考 えてみ よ うと思 う。 「ヤマ シロ」 を山代 、山背、 山城 とす るの も
夫 々 ちが った視 点 に立 っての場所の把握 であ る。場所 に対 して われ われは それ
を確 定 しidentifyし、identifyした夫 々を組織 し構 造化す る。或はidentifyする
ことそれ 自体 の うちにす でに構 成す る機能 が含 まれ てい るの かも しれ ない。 そ
して、この場 所の 限定 と組織 と を支 えて いる視点 には どの よ うなもの があ るか、
と りわけ空 間性 に もとつ いて眺 めた把握 が どれ程 に本来 的であ り、根源 的 なも
のであ るの か、 さらに又、空 間的 な構 造化 が、場所 にお いて在 るわれ おれの 感
情や情緒 的生 活 に対 して どの よ うな働 きをもち、どのよ うな必然 性 をもつの か。
感情 や情緒 が空 間構 造化 への どの よ うな動機 とな るのか0こ れ.らは夫 々が非常
に大 きな問題 で あ り、 もどよ り以下の わつか なノー トで十分 に述べ られ る筈 も
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ないが、 こ ・で はむ しろ この よ う.ないろいろ な問題 点の所 在の糸 口を若干 さ ぐ
り出 して みよ うと思 う。
2
「山代」 は山 その もので あ り、事物 と しての 山その もの をその場 所 にみたの
で ある。事物 と して その場所 が確定 したので ある。.これ に対 して 「山背」 の場
合 には、 それが た とえ後背地hinter-landとして意味 を与 え られて いる と して
も、 山の背 、山の背後 、山の彼方 と して即 ち空 間 と して、空 間の関係 と して把
え られてい る。 「山城」 は 「自然 に城 を作す」 の言葉 通 り、城 と しての 作用 と
して 、機能 と して場 所が注 目されて いるわけであ る。 いつれに して も、 それ ら
は、場所 にお いて、実体 な り事物 な りを見、 その空 間的位 置的関係 を限定 し、
或 は場所 の機能 、働 きに注 目す る。 それ ぞれ は、た しかに対象 と して の場 所 を
把 えるもので は あるが、 これ らの把 え方 は明 らかに違 った立場 にあっての もの
であ る。
場 所の観 方 の この よ うな差異 を示す例 は、何 も 「ヤ マシ ロ」 に限 られた こと
では ない。 われ われ が、ま わ りに今 なお受 けっいで も って いる無数 の地 名 は、
非常 に多様 であ り、 したが って、 その語義 の解釈 も十分 に解明 され てい るとは
い えないが、 それ に して もそれ らはい くっ かの基 本的 な観 方 に分類整理 され る
だろ う。今 か りに柳 田国男 の 「地名の研究」 に拠 りなが ら、 さま ざま な地名 の
確定 され るいろ いろな視 点 を しらべ てみよ う。
地 名の多 くの もの は、 その場所 の地形 、地勢 の特長 によって名づ け られ た も
のであ ろうこ とは当 然予想 され る。京都 の地 が山城 で あるのに対 して、奈良 の
都 を平城 とも書 くが、前 者は城の機能 を見 るので あろ うが 、平城 は、「ナ ル」、
「ナ ロ」 につ なが り、山腹 の傾斜 の比較 的緩 なる地 、東国 に於 ては何の平 と言
い、九州 南部 では厂ハエ」と呼ぶ地形 を、中国四国 では凡 てナル といってい る。
この語はナ ラス(動 詞)ナ ルシ(形 容詞)ナ ラシ(副 詞)と も変化 し、 もとも
一84一
と決 して大和 の旧都 にばか り用 い られ た語 では ない。平 、成、・鳴 、呼、 などの
文字 も宛 て られ る。平地 と書 いて ナル ジと読 ます ところ もある。
ホ ラ と読 む所 は、入込 んで外 か ら見 えない よ うな地形 の場所 で、他所 で タニ、
サ ワ とい うものか ら、ヤ ッ文 はサ コ、ハザ マ どい うべ き盆地 に も及 んで いる。
タニ とかサ ワとかい うの は、僅 かな岡 と岡 との間 で、水 もあ り日当 りもよ く、
外 か らは隠れ て奥へ も通 り易 い地形 を呼 び、 ところに よって はヤッの代 りに用
いて もい る。
富土 、布 土 、富 戸、保戸等 々書 かれ るものは、 フ ト、 フ.ットであ り疑 もな く
ホ ド即 ち陰部 であ る。ホ ドは本来秀処 であ り、身体 中最 も注 意すべ き部分 をい
うとい う。 これ らの地名 は海岸沿 いに多 く、海岸 に沿 うて漕 ぎ廻 る船 か ら見れ
ば、二つ の丘 陵 の尾 崎が併行 して海 に突 き出 して いる所 、 その二丘陵 の間か ら
は必ず小川 が流れ込 み、川 口の平地 には普通 の漁 村 に比 すれ ばやや繁 華 な邑落
が あって、川上へ 又は山越 に少 々の商業運送 を経 営 して いるとい う航 海者 には
見遁 す こ との出来 な い主要 な地点 である。 フ トは又山 中 にもある。陰山中ではフ
ドノとよ く呼 ばれ即 ちホ ド野で あって、両 山の間の低 地 で耕 作 に適す る場所 で
ある。 クボ も地形 か ら見ればホ ドと類似 していて、クボイ(形容詞)、クボム(動
詞)か ら直接地形 を説 明す ることも出来 るが、古 くは クボ も、同様 に、陰部 を
称 した ことが指摘 されてお り、身体 の クボ に似 た地形 故 こう呼 ぶの かも知 れな
いとい う。
ダイとい う地 名語 は音 は同 じで も地方 に よって少 くと も三種 の異 った意味 を
もって いる。 その一 は河沿 い海沿 いの段 丘の ごと き、上 の平 らな高地 の ことで、
文字通 りに物 の台 に形 が似 てい るか らい うので あり、台の字 を使 い、 その二 は
畿内 な どで い う代 で、他の地方 でい う組 とか坪 とか区 とかに相 当 し、 これ は耕
地の一区域 をシロ と言 ったの が元 か も知 れ ない とされ て いる。 この代 は地形 に
は関係 しない と して も、第三の岱、堆、平 、な どが宛 て られ るタイは、やは り
傾斜地 の こ とで あ り、時 に平の字 をサ カと発音す る苗 字 が あるの も、 タイが傾
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斜地 であ るがた めに、 それ を飜訳すれ ば阪 にあた るか らだろ うという。
地形 に発す る地名 を述 べて いけば きりがない。 ある地形 に他 の地形 と際立 っ
て目立つ特長 が あれば、 それ に注 目 して その場所 を認 知 し、identifyするこ と
は至極 あた りまえの ことだ ろ う『。 だが地形 に劣 らず他 に さま ざま な関心 を もっ
て場所 はながめ られ る。 と りわけ農耕 を生活 の支 えと した人 々は、 それ と直接
にっ なが る場所 の特性 を読 み とる。場所が湿 地 であ るか どうかが その一 っ であ
る。湿 った地humidな場所 は いろいろな呼名 こそあ るが、場所 の顕著 な特性 で
ある。古 いの は ウ ダとい う語で、大和 で も山城 で も既 に郷名郡名 に さえなって
いるが、今 も広 く東西 に見 られ、ム ダ牟田や ヌタ、ニ タも同根 であ る。野 田、
岱 、怒田、仁 田 な ども同様 な湿地 で ある。或 は湫 の字 を宛て たクテ、 グテ、久
手 と書 くギ ュウデ な どもhumidな地 に名付 け られ た。 クテと同 じであろ うと思
う水ついた低地 を、地方 によ っては、フケ、 フゴ、又は クゴといい、或 は、 ア
ラワとも ドブと も言 った。 いつれ も水が近 くにあって交通の さまたげには なる
が、山中で ない限 り開 いて 田に し易 い地 で ある。他 にアハ ラ、 ウキ、 トマ ン、
など夫々 に水 っぽ い地 を指す。
オ ンヂ、 ヒウラ、 ヒオモ、 ヒナ タ、アサ ヒなどの地 名は、又違 った一分類 を
なす。オ ンヂは陰 地 であ り、 ヒウラ と共 に東 南 に山 をひ かえて 日当 りの よ くな
い所 を謂 い、他 の条件 が良 いと折 々田に も畠に もす るが、普通 は杉 林 な どに し
てお く。 ヒカゲ も同 じで ある。 ヒオモ、 ヒナ タ(日向)、アサ ヒほ これの反対 で
sunnyplaceであ りbrightな場 所で ある。 アテ ラとい う語 も面白 い。 その アテ
とい うの はも ともと一本 の材木の 日を受 けない側 、即 ち成長 が悪 くて木理 が伸
びず、節立 って反 り易 く加工 が困難 な部 分 だか ら嫌 われ 、それにつ ・"いて 、物
の よ くないの を皆 アテ とい うが、それが場所 にっ いて も同様 に、陰地 又は 日陰
の義 であ る。 そ して更 には、痩地 で、作物 に適 さ ない地 を言 うよ うに もな ると
い う。
ユ ラ、ユ リとい う地 名は ど うであろ う。 これ らは海岸沿 いに多 くて水 の動揺
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に由 って平 げた岸 の平地 をいう。即 ち、ユ ラ グ、ユ ルな どの言葉 が転 じた らし
い。 その海辺の場所 の 自然 の表情 が、ユ ラグ、ユ ル などの語の感覚的 な表情 に
密着 した もの だろ う。 状況 が相貌 と して その まaと らえ られ、 その相 貌が言葉
に融 け込 んだ もの であ ろ う。
ここまで述べ て きた さま ざまな地名は、 それ ぞれ に さまざまなvariatiOnを
含 んで いて複雑 なよ うに見 えなが らも、 それ らを観 方 に したが って よ りわ けて
み れば、上述の ように、二三 の根 元 に立還 え る。地形 、地勢 の特 長 による地名、
土地の湿乾 や・土地 の 日照 によ る明暗 や陰 影 に注 目 した地名 、土地 の感 覚的相
貌 をその ま ・把 えた地 名、 な どであ る。それ らは、言 うなれ ばその土地 の属 性
attributesへの関心 であ る。形態 、 明暗、色彩 、表情 な どは その場所 を、 その
場所 のrealityを支 える属性 で ある。 そ してそれ らの夫 々の属性 は、その場所 の
感覚 的sensoryな把握 と密接 にっ なが ってお り、 それ.だけに、直接 的 な根元 的
な視点 であ ろ うこ とヴ わかる。
attributesのいろ いろ と共 に場所 に物 その もの を見 る地名 に も注 目 しなけれ
ばな らない。 山代 の 山の ように、 そこに岩 や木 や清 水 その もの を見 る。岩 や木
や清 水は、
.山のよ うにあ る拡 が りを占めて いる とい うよ りは、む しろ点的 な初
であ る。 点的 な事物 が その事物 を含 む周辺 一帯 の地 をあ らわす 名と して とどめ
られ る。 ゴウラ、 コ ウラ、 ゴ ラ、 ゴウロ、 ゴロ、 な どは、すべ て岩石 が露 出 し
てい る小 区域 を意味 す るもの で、耕地 その他へ の土地利 用 か ら除外 しなければ
ならないために・消極的に生活との交渉 姓 じ・終 に夥 姓 ずる迄齟 をひ
くよ うに なった もの であ るという。 ゴウヤ も「石 多 く して空地 なる故に名 とす」
とあ りゴ ウラと同 じで あ るとい う。 、
ケ イライ シ(教良石 、久来石、教良寺 、高麗寺 、倉石 など)、ケ ウ ラギ(教 良
木 、京羅 木 、京良城 な ど)な どは元 々、寺 で も城 で もな く、石 であ り木 であ り、
しか もそれ らが清 らで あるもの である。 その場所 に言 うな らば霊石、霊木 が あ
った もの ・よ うで あ る。語尾 にラキ をもつ ものが多 い。・例 えば、 シガラキ、 ウ
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ハ ラキ、久 多良木 、多多羅岐 、加布 良胡 、等 々。
カ ウゲ、 は高下 、郡家 な どの文字 も宛て るが、 その本来の意味 は芝 などの生
えた開 けた草生地 の ことであ る。芝 、原の字 をカ ウゲ と読 ます 。普 通の野 や原
には矮樹 林や潅 木叢 があ るのに、 これ と区別 した芝原 であ る。芝草 をカガ とい
い、芝原 をカガハ ラとい う方言 もある。 この カガ もカウゲ と一 語で ある。加賀、
一足 利の カガ も草 地 の ことで ある。 いつれ に して もこ こ ・では その場所 を覆 う草
や芝 が実体 と して その呼 名 となって い るわけで あろ う。
場所 を限定す るため には、 その場所の いろ いろな属性 に着 目 し、或 は、 その
場所 を占め る事物 を と らえよ うとす る他 に、空 間の関係 その ものに於 て、空 間
配列空 間分布 その もの に於 てそれ を行 うもの も多い。
ヰナカ田舎 とは、居の中 だ とい う。天草 の一古村 の古 い村絵 図 によると、 こ
の村 は西に小 さな湾 を控 えた一 つの盆地 で、人家 は大体周囲 の山の裾 に構 え ら
れ、道路 も本線 は麓 に沿 い耕作地 を通 らない。中央の 田のあ る部分 にはヰ ナ カ
と記 されて い る。ヰナ カはヰ の中で、ヰ は家 居の居で あ る。ヰ ノウエ井上 も、
堰 に臨 んだと いう意味 ともとれ よ うが、居 の上 で あ り、ヰ ノウエゆ路 は、民居
の裏山の山路 とい うこ とだ ろ うとい う。
サ ンキ ョは、散居 とも参 居 とも三居、或 は山居 と も書 くが、 これ が必ず しも
山 中に限 られて あ るばか りか、平地 に も往 々 にあ り、海岸近 くに もあ る。 これ
を説明 して、家族 が増加 す る場合、分家制度 に伴 って その家族 の一部 が その元
地 か ら分離 して遠 い原 野の開墾 に着手す る、 この分散 を言 うと してむ しろ散 居
の字が最 もふ さわ しい とす る。 たと え山居 と書 いて も、 それ が多 くの場合 に当
って いるとい うにす ぎないの だろ うか。 この語 は空 間配列が散在 したパ ター ン
をなす ことか ら生 まれた わけであ る。
カイ ト垣 内 も空 間的限定 で ある。貝戸 、'海道、皆渡 、 開土 、外戸、 な ど宛て
られ る し、 カ イ トがカ イゲ となって、界外 とさえ書かれ る。垣 内は必ず しも、
実際 に垣の 内で、所謂 土豪の囲 い込 んだ場所 を指 す とは限 らず 、出村、分郷 、
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枝村 などを垣 内 と呼ぶ ので あるが ら、む しろこれは、現 実のphysicalな垣 の設
定の有無 にか ・わるよ りも、institutionalな土地 占有 、属 地の観 点 か らの内、
外の区別 であ ろ う。 界外の界 の字 には、土地 区画の思 想が かす かに伝 わ って い
るの であろ うとい う。
空 間 にか ・わ る地 名の最後 に、 ヒョウをあ げて お こ う。 ヒ ョウには屡 々、峠
の字 が宛て られ る。他 に嶺 、瓢 、俵 、鋲、兵 、標 、尾餘 な ど。何故峠 、嶺 を ヒ
ョウと呼ぶの か。上述 の宛字の うち、慓 は地形 に もとついて山扁 を附 けたが、
元は標 で あ り、澪標 のツ クシ、即 ち、榜 示の義 だろ うとい う。澪標 は は じめ、
海中 にたて られた水咫衝石 で あるが、 邑落 の境 に、 シ〆ツ クシ注 連標 、 ツク シ
モ リ標森の地 名が あ る。 ックシはもと標木 で あったの が、転 じて、土地分割 の
境 を意味す るに至 った らしい。男 ックシ山 、女 ツ クシ山或 は、大 ツクシナイ、
小 ックシナ イ とい う川等、 いつれ も顕著 な地形 をもっ でいて境 界を設定 す るに
は好 都合 で ある。それ に して も木 を立 て ・境 を表す る風 習は盛 んであった。
杭 を標 して人の地 と神 の地 とを境 する神話 もその一つ で、 ある村 を他 か ら区分
す るに も標 を立 てた。標 を榜示 といい、そのたて られた場所 を榜 示処 、 したが
って法事堂 、法師戸 な どの地名 も派生 した。 そ して これ らの標 を立 て るのは と
りわけ屡 々峠 に多い ことは ヒョウ、立札 な どの地名 が峠の地勢 に多い ことか ら
わか る。境 界 を標 木 によ り設定 す るには、当然 自然 の地形 も分割 しや す い処 を
選ぶ配慮 が あった もの であろ う。境木峠 とよばれ る地 名 が、 この境界 の設定 と
標木 をたて るこ と、 そ して峠 の地形 との相 互の関係 を示す ものであろ う。 いつ
れ に して も標 は注連縄 のシメ と同 じく、堺 を限 って土地 を占め るための人工物
で あ り、 この境 界限定の営 みは又 自然地理 の助 け をもか りて、往 々峠 に注 目 し、
その場所 を ヒョウ標 か らか りて、 ヒョウ峠 と呼ぶ こ とになったのであ る。だ か
らヒ ョウとい う地 名 は、堺 であ り、空 間的 な場 所 の把握 であ る。峠 という特長
的 な場所 の選択 と、標 な る人 工の事物 をか りての空 問関係 の認知 であ る。そ れ
は峠の地 形 その ものへの着 目ではない。標 木の事物 その もの を指示す るもので
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もない。 それは 、内 と外、中 と外、上 と下、遠近な どと共 に、 それ らを分っ境
界 と しての位 置 の関係 による場所のrealityの確 定で あ る。
土地 をその形 態 、相貌、 明暗 な どの感覚性 質 に したが って命 名 し、空 間関係
と して確認 し、或 は そこに事物 その もの を見出す な ど、場 所認識 の あ り方 の二
三 を整理 して来た。場所認識 は、 それ に して も、 この二三 に と ・"まるこ とは な
い。 さらに二三 の様相 を数 えあげ ることが出来 る。例 えば、 それ らは、場 所の
機能 や効用 、場 所 にか ・わるeventsやその場 所 での行 事、場所 占有分割 な どに
関す る制度 や規約 なども夫 々、地名 とな って場 所限定 の視点 を提供 す るこ とに
なる。五反 田、m割 、丑年縄受 、別符(制度)、久木(燃料 資源:効 用)、判た
て場(event)、お ど り場、虫送 り場 、饗庭 、玉来(行 事)、など。 これ らにっ い
ては、 こ ・では も う立入 らない。たfこ の地名 考の終 りに、 もう一 つだ けガウ
ド、 ゴー ト、カ ウ ドな る呼 名 を述 べ てお きたい。ガ ウ ドは川処川渡 で あて、
別 に強戸 、郷 戸、神戸 、 なども同 じ。川処 川渡 はとにか く交通 の要地 であ り、
往還 の駅 で あ り、川 を渡 るの に近世 か らは勿 論渡船 に よったで あろ うが、以前
は徒渉 で あ り、 したが って川処川渡 は、徒渉 場 であ り、旅 人 にとって それ はい
うな らば交通路 の駅 であった。駅は いつれ に して も場 所の機 能 であ る。機能 に
於 ける場所 の把握 であろ う。
3
人 は土地 をま えに して、 それ らに さま ざま な名前 を与 えて来た。 うけつがれ
て きた無 数の地名 は、 それ ぞれ に、人が土地 を どの ようにみ たか、土地 にお い
て何 を把 えたか を教 えて くれ る。だが それ に して も、土地 を命名す るとは人 の
どの よ うな働 きで あろ うか。或 は必ず しも土地 に限 らず、一般 に対 象 に名前 を
与 える営み とは一体 、 いかな る機 能で あるの だろ うか。人 は今 あるもの に対 し
て いる。 そ して、人 はその もの にたi単 に安易 にか ・わ り合 って いるか も知 れ
ない。 ある ものが その人 に向 けて たえず感覚 的 なデ ータを送 り、人 はそれ をた
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だ受動 的、表層 的に うけ と り、 それについて深 く解釈 す るこ とをしない。感 覚
の うったえが、断片 と して、hereandnowに孤立 してた ちあ らわれ、やが て
消 えて い く。 デー タはま さ しく現 前す るpresentばか りであ る。だが も し、人
が、一 度 び対象 を凝視 す るな らば、その状況 は一変 す る。デー タは単 なる一片 で
あることを直 ちに放 棄 す る。個 々の ま ・で、 そこに ひ と り在 ることは もはや な
い。個 々の現 前 は、他 の ものへ の働 きかけの中 に組 み込 まれ てい く。他 との関係
へ向 って拡 が って い く。 カ ッシラーの説明 をか りれ ば、対 象は 自 らstandhere
で はな く他 をstandforするので あ り、presentでは な くてrepresentするの
で あ り、個 々はつね に、一般 を目 ざして、一般 の代表 と しての資格 をもった個
で あ り、他 との系列 の中 に自 らを位置 づけた実 在で あ る。個 はiだ か ら、言 う
な らば、vectorを放射 して たえず 同類 に連結 し、 自 らの存 在がっね に同類 の存
在 を伴 って あ らわれ るの である。断片 は全体 に分節 され る。個 々は系列 に組織
され、構造化 され る。 この分節の働 きをこそ、カ ッシ ラーが象徴機能 と呼ぶ も
の であ る。命名す ることは、 まさ しく、象徴 の働 きで ある。 あれ を山 と呼 び、
これ を川 と呼 ぶの は、 あれや これ の感覚的現象 を、他 の それ に似た現象 との比
較の 中に据 えて見 てい ることなの であ る。 そ して、 その比 較 において それ らを
同類 と して まとめ上 げ るためには、当然、 これや あれ の個 別の現象の各個 の多
彩 なす がた か ら、同類 全体 に共通 なす がたを抽 出 して、同時 に、相互の微妙 な
くいちがい をは、 か えって棄 て去 って しまわ なけれ ば な らない。absehenとい
う ドイツ語 は、象徴機能 の この辺 の二相の様相 を一 語 の中 に含 んで いるとカ ッ
シラー は言 う。absehenとは、一方 に、対象 を狙 い把 えるさまを、他 方 に、対
象 を切 りす て、無視 す るさまを意味す る ものだ とい う。対 象 を見据 えなが ら対
象 を覆 うこの働 きに よって、 は じめて対象 を知 的 に関連 させ、 それ を把 え るこ
とが出来 るので ある。把握 す るとはと らえなが ら切 りすて ることで あるか ら、
この対象確認 の仕方 は、当然対象 の肉 づけをけづ りと り、 それ を骨 組 に迄解体
して しまって、 だか ら、一方 ではそれ を貧困 に して い く他 は ないので あ る。 そ
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れは例 えば、虹 にあ らわれ た色 彩 を確認 しよ うと して、 もしもその多彩 な色系
列 を仮 に七 色 の色相 によ って限定す るな らば、 その七色 の命名 は、 それ ぞれの
同類 への この虹 の色の 関係 づ けで あ り、個 々 を一般 へ抽象 す るので あ り、 そ し
て それ は現象 の知 的分節 で あって、 これ こそ対 象の客観 的 な把握 で あろ うが、
そこには同時 にabsehenの二重の志 向が表裏 をな してい るもので ある。 だが貧
困化へ 向 って対象 を切 りすて なが らも、 しか も依 然 と して、対象 を象徴 し、命
名 していか なければ な らない。
いつれ に して も命名す ることは分 節す ることであ る。現象の混沌 の中か ら秩
序 を読 み とるこ とで あ る。地 名の歴 史は、場所 を人 々が た えず構造化 して来 た
ことを示す歴史 で あ る。
4
いろいろな地 名 の考察 を通 して、現象 の構 造化が 、事物 、空 間、機能 、属性
な どにさま ざまに方 向づ け られ てな され ることを見 て来 た。 これ らの うち、 と
りわけ空 間分 節 に焦 点 を しぼって今 しば ら く考 えてみた い。建築 な るもの を、
今私 は限定 して述 べ ることは出来 ない。私 は今 、建 築 につ いて ではな くた ・"建
築的 な るもの につ いて非常 に漠 然 と した その領域 の予想 を もつ こ とが出来 るの
みであ る。建 築 にっ いては、 この建 築的 なるものに か ・わ る未 だ不確 定の予想
を、出来 るだ け、着実 な手続 を通 して、公平 にあ りの ま ・に記述 し、 それ らを
積 み重 ねで、や がz_その作 業の あとで、 自 らそ こに結 晶 し浮 き出て来 る もの と
して把 えるこ とが出来 るまでで ある。建築 につ いて、 た とえ今 私 にある限 定が
思い出 され るに して も、 それは しば らく保留 に して おか なければ な らない。私
にとって、関心 の対象 は、は じて か ら枠 づけ られ定義 された不動 の もので ある
筈 は ない。 それは偏 見 の ない考察 を経 て、 その あとでは じめて まとま り浮 び出
て来 るだ ろ う。結 論の 先取 りをあま り急 ぐことは出来 な い。 それ に して も、 こ
の 目指す もの が、漠 と した彼 方 に覆 われ ていて、出発 に際 して は じめか ら見透
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{され確定 され て しま って い るものでは ない に して も、今 こ ・で、 それ に近づ い
てい くための道 をいつれ か選 び出 さなけれ ばな らない。或 は、 いつれ の方向 か
らこの接 近 をは じめれ ばよいの か。 この道 は出来 る丈 、 巾広 い方 がよかろ う。
私 は こ ・で、建築 的 なる もの と して空聞分節 にカ㌧ わる道順 を選 んだ。そ して
空 間分節 にか ・わ るさま ざま な人間の いとなみ を中性 な 目で なが めて みよ うと
思 う。 この道順 が迷路 であ り、 目標 につ いぞ到達 しない ならば、又次 の道 に踏
みか えなければ なるまい。だが今 は、 この道 を進 んでみ るまでfあ る。や がて
霞 の彼 方 に建 築 なるも のが、真実の建築が 明析 な姿 を立 ち顕 わす であろ うこ と
を期 待 しなが ら。
空 間関係 を表象 す る地 名 を二三 考察 して来 たが、 こ ・で、地名 に限 らず空 間 ゜
性 にか ・わ る言葉 を しば らく問題 に してみ よ う。言 語は もともと概 念 を指示 し、
抽象 され た意味 を象徴 す る働 きを最 もその 本来 の領 域 とす るものではあ るが、
それ と同時 に、 もっと感覚 的領域 に密着 し、感覚 的表現 と しての言語 も見逃す
わ けにはいか ない。或 は元 々、この後者 が前者 をも支 えて いるの か も知 れ ない。
カ ッシラー は一 方の象徴 的 な言語 に対 して、これ を擬 態 的 な言語 と して区別す
るが(そ して その中間 に直観 的 な言語 も位置 づけ る)、擬態 的 な ものは、現 実の
感 覚的、或 は感情 的現 象 を、 そのま ・音声 の中に とけ込 ませ、 この音 声の表出
が、 その ま ・で感 覚的 内容 を顕 わ し、 この連結 の直 接 さが、象徴言語 に進 む に
っれて緩 んで きて、 そ こで は言語 は、む しろ現 実か らは離 れ て しま う。象徴 と
は本 来、現実 か らの遊離 だ とい う。内容 と表出 との互 に擬 態す る、互 にic・nic
な言 語 では、例 えばあ る耒 開人 の語 に於 て、何 か固定的 な対 象 にっ いてはStを、
流動 的 な もの にっ いて は1を 、或 は、動揺 す るもの につ いて はvを 必 ず音 声 に
含 む とい う。或 は イ ン ド・ゲ ルマ ン語 では立 ってい る もの にはsta.流れてい る
もの にはpluを つ け る。st,v,1にして も、sta、pluにして も音 その もの に
そ もそも内在 す る表情 が、表出 され るもの 、表情 と同根 で ある。す でにみたユ
ラ、ユ リ、等 の地 名は 、 この種のiconicな地名 であ ろ うか と思 われ る。 そ して
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この擬態 言語 の領 域 に、す でに空 間性 の表出がみ られ ることに注 目 してお きた
い。 これ もカ ッシラーの指摘す る例 で あるが、対象物 が話者 にとって距離 が遠
くに離 れて あ るな らば、a、o、u、 を、他 方近 くにあ るな らば、e、i、 を
用 いるとい う。 これ は空 間的差異 の直接 の表出 であ る。感覚 表出の擬態言 語 か
らす ・んで直観 的 な言語 に於 て も、空 間性 はその 表象 を助 ける。 さま ざま な言
語 にお いて、代 名詞 、冠詞 、動詞 、人称代名詞 、格 、副詞 などが、 それぞれ 、
それ らを支 える空 間的配列 、空 間関係 の と らえ方 に した がって、多様 に区別 さ
れて いる。 ある一 つの動作 が いか なる場所 に於 てお こなわれ るか、 それが家 の
うちか、外 か、 水上 に於 てか陸上 に於 てか、水 か ら陸 に向ってか、或 は逆 に、
陸 か ら水 に向 ってか、或 は話者 にとっていか なる位置 に於 てか等々 によ り、区
別 されて呼 ばれ る。 ある未 開人語の冠詞 は、話者 に近 くに(a)、見 えない もの
に(o)、両 者の 中間 に(i)となる。代名詞 は、 それが見 え る場 合 と、見 えない
場合 とでは異 な る等 々。 これ らを通 して、 そこでの空 間関係 は、未 だ十分 に客
観化 された、純 粋表象の それ では ない。 もっとその場 面に密着 した、流動 的 な
関係 の設定 がな され てい る。話 者に とっての、 その視 界 に影響 され た、或 は現
実の具体 的地形 に拘束 され た次元 での空 間表象 であ り、 それ は透 明 な座標 軸 の
表象に迄純化 され た もの では ない。 この ことは、空 間表現 プロパー にか ・わ る
言語に、 よ りは っ きりと見 られ る。 しば しば、未 開言語で は、.対象 の空 間関係
は、人体 の部分 の関係 を背景 に して と らえ られ る。前方 は眼、顔 と して、後 方
は背 と して 、上 方 は頭 、頂 と して、中 は腹 、口、腰 、股 と して、等。ヤマ シ ロ
「山背」 は、 この よ うに身体 の空 間図式の 、地形 への投影 であろ う。場所 は準
身体空 間 と して具体 的にイメー ジされ るの であ る。
もとよ り人 は、 このよ うな状況 的 な空 間表象 をこえて、よ り概 念的 な次元 で
の空 間関係 を構 築す るこ とが出来 る。 そ してそ こで は、空 間は空 間 と して、一
方的に独立 し自立 して、 その関係 が内容 にか ・わるこ とを しない。状況 的 な空
間表象は、 これ に対 して、 そこにはつ ねに、意味 を内在す る。空 間形式 と空 間
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内容 とが融 合 し、融即す る。山の背後は同時 にhinter・landでもあ ろ う。 それ
らは表裏 をなす ことが らであ る。地名は、っ ねに この よ うに、意味 に拘束 され
たrealityであ る。土地 限定 は、純 粋観 念的 に座 標 を設定 し、或 は、個 々に無記
的 な数字 をわ り当て ること も出来 よ う。 そ うして これの方 がよ り厳密 で あ り、
よ り普遍性 をもつ もの であろ う。だが それ に して も地 名 は依然{substantial
で あ り純粋 関係 に還 元 された土地認識 では ないに して も、 その必然性 が地名考
によって立証 され るもの と思 う。
5
話が地名 の ことが らか ら少 々飛躍す るが、唐木順三 が、 「はか なし」 という
言葉 につ いて述 べて いる。 その説明 を しば らくかいつ まんで要 点 を引用 してみ
た い。 それ によ ると、一般 に形容詞 は単 に主体の情意 をあ らわす とともに(情
緒 的要素)、対 象の客観 的 な属性 をも示す(存 在 的要 素)。 「はか なし」 も単 に
主体 が、 あ るものに対 してはか ない情 意 をいだ くの と同時 に、 あるものが それ
自らは かないのであ る。 厂はか な し」 の 「は か」 を考察 してこの二重性 が示 さ
れ る。 「は か」 は、本来 、土地 の分割 にか ・わる言葉 で あ る。 田 を画 して一 は
か、二 は かとい う。分割 された土地 の単位 が 「は か」 で あ る。 「はかがゆ く」、
「はか どる」 な どは、仕 事のす ・み具合の ことで本来 非空 間的 なこ とが らだが、
これ が空 間性 にか ・わる 「はか」 か ら派生 してい る。「はか り」 も同根 で あ り、
きり、 限 ること、 そ して計量 す るこ とであ る。 「はかば か し」 は、効果 があ る
さま、事物 が よい方へ は かどるな どの通例 の意味 の他 に、明確 な、 きわだって
い る、或 は、たのみ にで きる、たの もしい等の意 で もあ る。 「はかな し」 は こ
の 「は か」 の否 定で あ る。だ か ら、 「はか」 を支 えて い る客体 的 な要素、即 ち
土地 、空 間、 その分割 と限定、或 はさ らにその計量 、 そ して、 それ らに伴 う明
確 に きわだって いる様、 たの も しい様 なども「はか な し」では当然否 定 され る。
「はか な し」 はだか ら単 に主体 の情緒 にかかわる澄 けの もの ではな くて、客 体
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的な もの ・指示 で もあ るとい う。
この説明 で主 要 に注 目 されてい ることが らは、 「はかな し」 の主体的一客観
的 な二面性 で あ る。主体 の感情 と しての 「はか な し」 は対 象の 「は かな し」 に
よって支 え られ てい ること。 この主観 、客観 の相互 表裏性 の指摘 は興味深 い。
だが 「はか な し」 の解釈 をとお して私 の この小 論 の筋道 か ら、 よ りは っ きりと
注 目 しなけれ ば な らないの は、む しろ空 間把握 と感情 性質 との かか わ り合 い に
っいてで あ る。客観 的 な もの と して数 え られてい る空 間分割 、空 間限定、或 は
空 間計量 が、同時 に、 きわだ ち顕 著 であ り明確 で あ りにつ なが り、 しか もたの
み にな る、たの もしい を生 ず る。即 ち 「はか」 「はか り」 が 「はかばか しい」
を派生す ることであ る。或は む しろ 「はか」「はか る」 の知的 な空 間確 定が 「は
かばか しい」の感情 的内容 にいっ の まにか移 り変 って しまってい ることであ る。
両者 が 「は かな し」 の言葉 におい て融 け合 っていて、連続す る。 こ ・で は二 っ
は対極 に分 けて しまわれ るこ とは出来 ない。言葉 は、 それ らの 論理 的分割 の ま
えに、 この こ とを見事 に証言 す る。本来空 間分 節、 そ して空 間認 知 は、そ こに
た ちあ らわれ る空 間の感情性 質の確 認 と同根 の もの で ある。根 底 において は同
一 の ことが らで あ る。 この 「は かない」 「は かばか しい」 の感 情的 内容は 、 も
とよ り、対 象が 自 らはか ない、 はかばか しい、所謂対 象感 情で もあ り、又主体
が それ に対 して はか ない、 はかばか しい状態 感情 で もあろ う。 「はか」 「はか
る」 にお いて対象 が 自 らきわだつ 、 そ してたの もし く、安定 したの と共 に、主
体 が それに対 してたのみ にで きる、安心の情意 をいだ くのであ る。空 間分 節の
さま ざま ないとなみ を それ を地 名の考察 を通 してみ て きたよ うに 一あ ら
ためて注 目 し、 その構 造化への志 向の必然性 を、 も しも心理学 的 な視 点か ら説
明 しよ うとすれ ば、 この後者 の意味 での主体 にお ける 「はか な し」 「はか ばか
し」の情 意 が、 「は か」 「はか る」 への一種 の動 因 と して働 いて、空 間分 節 を
うながす もの で あることが納得 で きよ う。た しかに空 間分節 は もっとpragmatic
な領域 での必 然性 をもってしeる。空 間が組織 され なければ、 日常の さま ざまな
.,
生活 に支 障す るだろ う。厳密 な、正確 な確 定が い るだろ う。だが このpragmatic
な説 明で だけで、空聞分節 をつ くす わけにはいかな い。 厂はか な し」 か ら 「は
か」へ の志 向は、 「はかばか し」 へ あこがれ る感情 的 なエ ネルギー によ って支
えられて い ることが見逃 が されて はな らないだろ う。土地 の知 的分節の歴史 は、
か く して 、その必然性 を もつ ので ある。
*** .・***
建築的なるものとは1人 間存在のこのような深い根底 から自ら必然的にうな
がされ る空間構造化への行為 そのものをうちに含んでいるといケことが出来よ
う。
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